
B&D English School

フィリピン留学なら日本人経営の英語学校へ！！

It's More Fun in the Philippines!! 
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学校概要
• 正式会社名：Brand-new Discovery inc.

• 学校名：B&D ENGLISH SCHOOL

• 経営：日本人経営

• 学校規模：小規模 定員数・・・40名

• 講師：10～25名

• スタッフ数：12名

• イングリッシュポリシー：あり

• 門限：月～木、日（23時）・金土祝前日（25時）

• 設立：2014年10月

• 住所：Puroko 1 Aganan, Sibulan City Negros Oriental 6201 Philippines

「TESDA（フィリピン教育庁）認定校」
「SSP認定校 」
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B&D English School 学校紹介
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１、地域：フィリピン・ネグロス島 ドゥマゲッティ

ドゥマゲッティは、フィリピン・ネグロス島の都市で、

人口約12万人のうちの3割以上が学生という学園都市である。

フィリピンの町の中で最も美しい町のひとつであり、

とても治安も良い地域であることでも有名なので、多くの外国人が住んでおり、

当校の周りにも欧米人が多く住んでおります。

City of Gentle People 「優しさの街 ドゥマゲッティ」。

ドゥマゲッティ市の公式スローガンです。

どこにいくにもドゥマゲッティの人々は優しい。

ドゥマゲッティは、学園都市・観光都市という２つの顔を持っていることから、

とても治安が良く、観光客にも外国人にも優しい都市です。

また日本人が少なく海外からの観光客、外国人が多いので英語を勉強し、話すのに非常に良い都市である！

マニラやセブにはない魅力がドゥマゲッティには詰まっています！！
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２、当校の特徴！

マンツーマン主体 業界屈指の低価格

入学金込みの料金設定

ライト・スタンダード・スパル
タの3コース！ニーズに合わ
せたコース選択が可能！

日本人経営&24時間警
備体制で安心・安全

少人数校ならではの
アットホームな雰囲気

親子留学可能

5％OFF！！

フィリピン教育庁認定校

高速フリーWi-Fi

掃除洗濯無料

毎日3食付

TOEIC/TOEFL/

IELTSのコースあり
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☆担任制

当校は、1人の生徒に対し、担任（パートナー）とな
る先生を付ける、担任制を採用！！
担任となる先生が多くの授業を受け持ちます。
例、同じ教科は極力同じ先生が持ちます。

生徒と先生のコミュニケーションを増やすことによ
り、苦手分野の共有、強化したい教科の共有、自習
方法の指導など生徒別のカリキュラムの質の向上に
つなげます！！マンツーマンレッスンがより濃密で
質の高いレッスンになります。
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1人部屋・2人部屋・4人部屋の3タイプご用意。全ての部屋にエアコン・ベッド・机・トイレ・シャワーを完備。
電気代は各部屋にメーターが付いていますので、ご利用分お支払い頂く形となっております。

高速インターネット（Wi-Fi）は無料でご利用でき、洗濯は、週に3回行っております。
そして日本人スタッフと警備員が駐在していますので、安心して生活・勉強することが出来ます。

1人部屋

ベッド・机・エアコン

トイレ・温水シャワー付き

2人部屋(2段ベッドタイプもあります）

ベッド・机・エアコン

トイレ・温水シャワー付き

4人部屋

ベッド・机・エアコン

トイレ・温水シャワー付き

３、宿泊施設
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トレーニングジムやキッズルーム、食堂などもご用意！

トレーニングジム キッズルーム 食堂

３、宿泊施設
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４、学習ルーム

マンツーマンレッスン グループレッスン ライブラリー

生徒1人1人に個人レッスン・自己学習用の机を用意！グループレッスン
の部屋は２部屋。ライブラリーには、英語のテキストや小説、日本の参考
書（文法や単語、リスニング、TOEIC、IELTS、日常会話など）やDVDなど
を用意しております！
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６、カリキュラム・コース紹介
B&D ENGLISH SCHOOLの特徴はマンツーマン主体の教育にあります。マンツーマンレッスンの利点を生か
し、個人に合った教育を行ないます。会話力・コミュニケーション能力の向上やTOEIC・TOEFL・IELTSなど
生徒1人1人が伸ばしたい項目を伸ばす教育！！

スタンダードコース
（マンツーマン4時間・グループ2時間）

スパルタコース
（マンツーマン6時間・グループ2時間）

TOEIC・TOEFL込みのコース
（スタンダードコース：マンツーマン4時間・グループ2時間）
（スパルタコース：マンツーマン6時間・グループ2時間）

上記の時間の内訳：2時間→TOEIC・TOEFL・ビジネス英語などの授業
残りの時間（4時間又は6時間）は通常授業ですが、

選んでいただいたTOEIC・TOEFL・ビジネス英語に関連した
授業を中心に行います。

※入学時のレベルチェックテストの結果が悪い場合は受講できない場
合がございますので、ご注意ください！！

追加オプション

まず基本コースを選択！
ライトorスタンダードorスパルタ
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IELTSコース
スタンダード：マンツーマン６時間
スパルタコース：マンツーマン8時間

授業の全てがIELTSの
ポイントアップのための授業です。

海外に留学したい！海外で働きたい方に
オススメです！

ライトコース
（マンツーマン2時間・グループ2時間）



当校の1日の流れ

7：00～7：50 朝食
8：00～8：50 授業
9：00～9：50 授業
10：00～10：50 自習
11：00～11：50 授業
12：00～12：50 昼食
13：00～13：50    授業
14：00～14：50    自習
15：00～15：50    授業
16：00～16：50    授業
17：30～18：30    夕食
18：30～23：00 自由時間
23：00（月～木） 25：00（金、土、祝前日） 門限
24：00（月～木） 2：00 （金、土、祝前日）消灯時間

7：00～7：50 朝食
8：00～8：50 授業
9：00～9：50 授業
10：00～10：50 授業
11：00～11：50 授業
12：00～12：50 昼食
13：00～13：50    授業
14：00～14：50    授業
15：00～15：50    授業
16：00～16：50    授業
17：30～18：30    夕食
18：30～20：30    自習時間
20：30～22：00 自由時間
23：00（月～木） 25：00（金、土、祝前日） 門限
24：00（月～木） 2：00 （金、土、祝前日）消灯時間

スタンダードコースの場合（一例）

8：00から16：50の間
で2時間の自習時間が

入ります。
このスケジュール表は
あくまで一例です。

スパルタコースの場合 習ったことは、
その日のうちに

復習！
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レベルチェックテスト

当校では入学時と4週間毎に当校で作成したレベ
ルチェックのテストを実施しております。

テスト結果（点数）を生徒にフィードバッグしておりま
すので、自分がどのくらい伸びたのかが分かります。

各項目ごとにレベル分け致します。

Listening / Writing / Reading / 
Grammar / Conversation の5つの項目ごとに
レベルチェックします。

このテスト結果を踏まえて、レベルに合わせた個人
別のカリキュラムを作成します。

当校の5段階レベル表

Expert

Advanced

Intermediate

Standard

Beginner

TOEIC・TOEFL・
ビジネス英語を
受講するには最
低でもこのレベ
ルが必要です。
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授業科目

８つの基本科目
１、Conversation
２、Speaking
３、Listening
４、Grammar
５、Vocabulary
６、Pronunciation
７、Reading
８、Writing

３つの特別科目
１、TOEIC
２、TOEFL
３、IELTS

生徒個人が伸ばした
い、科目を選択する
ことも可能！

テスト結果を参考に
し、各科目ごとに個
人のレベルに合わせ
た教育を行ないます。

4週間毎にレベル
チェックのテストを実
施することにより、レ
ベルアップしている
生徒に対応！！

マンツーマン主体だからこそ
出来る、1人1人に合わせた

教育！！

例、スタンダードコース
Conversation×2時間
Speaking ×1時間
Listening ×1時間
Vocabulary ×1時間
Pronunciation×1時間

合計6時間

例、スパルタTOEIC込みコース

TOEIC ×2時間
Listening ×2時間
Reading ×2時間
Grammar ×1時間
Vocabulary ×1時間

合計8時間

あくまで一例です

※テキストは1冊につき200ペソになります。
レベルが上がるとテキストも変わります。
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７、留学費用
下記の留学費用には、入学金、レッスン料・宿泊料・食費・インターネット代・水道代・掃除洗濯代、

空港送迎代が含まれた金額になっております。
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７、留学費用
下記の留学費用には、入学金、レッスン料・宿泊料・食費・インターネット代・水道代・掃除洗濯代、

空港送迎代が含まれた金額になっております。
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７、留学費用
下記の留学費用には、入学金、レッスン料・宿泊料・食費・インターネット代・水道代・掃除洗濯代、

空港送迎代が含まれた金額になっております。
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７、留学費用
下記の留学費用には、入学金、レッスン料・宿泊料・食費・インターネット代・水道代・掃除洗濯代、

空港送迎代が含まれた金額になっております。
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その他費用について

１、航空券代・・・日本～フィリピンへの往復航空券はご自分でご用意お願いいたします。

２、SSP取得料金（特別学習許可書）・・・ 「5,000ペソ」
SSP(Special Study Permit)とは、
外国人がフィリピン国内で合法的に勉強する為に必要なビザの一種です。
必要な物・・・1.パスポート、2.写真5センチ×5センチ2枚

３、ACR I-Card（外国人登録証）取得料・・・ 「約3,000ペソ」
フィリピンに60日以上滞在する学生は、
ACR I-Card（外国人登録証）を申請しなければなりません。

４、観光VISA延長料金 下記の表をご覧ください。
入国から30日まで無料
59日まで2130ペソ
89日まで＋2650ペソ
119日まで＋2650ペソ
※60日以上滞在する方はプラスで3,000ペソかかります。（I-Card）

５、別途電気代や教材費など頂いております。
電気代：基本料金800ペソ/4週間 ＋部屋での使用分
教材費は1冊当り：約200ペソ

６、マニラ空港 ピックアップサービス・・・国内線の往復航空券＋1000ペソ
オーダー日から2営業日以内にインターネットにて航空券を取ります。
※航空券の金額は時期により異なりますので、ご了承下さい。

※国が申請料金・延長料金の変更を行った場合は、変更した金額を頂きますのでご了承下さい。

国内線への乗り継ぎに不安な方は有
料ですがマニラ空港にて乗り継ぎのお

手伝いをさせていただきます。
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当校周辺 商業施設紹介

当校から約トライシクル
で12分の距離にある
ドゥマゲッティで一番新
しいショッピングモール
です。
スーパーや飲食店（ジョ
リビーなど）薬局、銀行、
両替所など何でも揃って
いるので、必要な物はこ
ちらでそろえることが出
来ます。

当校からトライシクルで
約20分の距離にある
ショッピングセンターで
す。ダウンタウンの中心
にある為多くのフィリピ
ン人客で賑わっています。

当校からトライシクルで
約25分の距離にある大
型商業施設です。ドゥマ
ゲッティで一番大きな
ショッピングセンターで
す。食料品・薬局・日用
雑貨・家具など揃ってお
ります。

当校からトライシクルで
5分。24時間営業のミニ
ストップがあります。
ショッピングセンターが
閉まった後にも利用でき
るので便利です。

シティモール リープラザ ミニストップロビンソンズモール
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周辺の観光スポット

ドゥマゲッティシティの観光スポット
シリマン大学やベルタワー、海沿いの
並木道など日本の旅行ガイドブックに

も紹介されております。

当校があるドゥマゲッティ周辺にはアポ
島やシキホール島、スミロン島、ボホー
ル島など綺麗な海が多くございます。週
末を利用してフィリピンの海を満喫！！

週末にダイビング希望の方には、
ダイビングショップを紹介します！
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当校へのアクセス

日本の国際空港から出発
成田空港or関西国際空港or中部国際空港～マニラorセブ

国内線へ乗り継ぎ
マニラorセブ～ドゥマゲッティ

当校のトライシクルに乗り換え（無料送迎）
ドゥマゲッティ空港～当校

日本からマニラまで
約4時間半！
マニラからドゥマゲッ
ティまで（ネグロス島）
約1時間15分！

欧米諸国と比べ飛行機に
乗っている時間が短い！！

乗り継ぎに不安な方は有料です
がマニラ空港にて乗り継ぎのお
手伝いをさせていただきます。
料金はその他費用のページにて。
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空港ピックアップ

ドゥマゲッティ空港にてピックアップ！
１、左の写真の中で荷物を受け取ります。

↓
２、ＡＲＲＩＶＡＬの建物を出ますと真ん中の写真のように迎えに来ている人々がいます。

この中に「B&D English School」と書かれたA4サイズの看板（右の写真）を持ってお迎えに参ります。
※到着時間は何時でもOKです。到着時間に合わせてお迎えに参ります。

合流後
当校のトライシクルに乗り換え（無料送迎）
ドゥマゲッティ空港～当校まで行きます。



TESDA とSSPについて TESDA とSSPとは？

① TESDAとは？
TESDAは『The Technical Education and Skills Development Authority』の略称であり、フィリピンにお
ける専門的教育と技術向上機関である。（労働雇用省技術教育技能教育庁）

学校がTESDA認定を受けるには「授業カリキュラム」「学校設立に関する法的書類」「経営・財政」「税金面」
など細かい審査にパスする必要があります。審査基準は非常に厳しく、取得校は信頼度の高さを評価され
ています。

② SSPとは？
SSPは『Special Study Permit』の略称であり、フィリピン政府が発行する『特別修学許可証』のことである。

学校がSSP認定を受けるには、TESDAの資格取得していることが第一条件でありTESDAの細かい審査をク
リア後、Immigration（イミグレーション・入国管理局）の厳しい審査を通過する必要があり、TESDAとSSP
取得校は信頼度は高いと言えるでしょう。



TESDA とSSPについて なぜTESDA とSSPが必要なのか？

① TESDA・SSPを取得していない学校は違法運営
取得していない学校はフィリピン政府に認められていない学校のため、政府に運営が発覚した場合、学校
営業停止、生徒の強制送還などペナルティが発生します。

② 学校がSSPを取得していない場合
生徒のSSP取得が出来ないので、フィリピン政府が生徒の留学を許可していないことになります。よって学
校側はフィリピン政府に発覚されないよう、観光VISA延長申請を学校側がやらずに生徒個人に申請させ
ます。生徒は街のイミグレーションオフィスへ延長申請をすることになり、貴重な勉強時間が削られることに
なります。もちろん勉強をしていることが発覚した場合は、学校の営業停止と生徒の強制送還の可能性も
ございます。

よって生徒はTESDAとSSP取得校を選ぶ必要があります。


